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(57)【要約】
【課題】簡単に組み立てることができ、確実に保形され 
るロック式トレイを提供する。
【解決手段】底壁１の周囲にコーナー部を挟んで側壁２ 
及び端壁３が連なり、側壁２に切込４が入れられ、端壁 
３の側辺に連結片５が連設されたブランクから成り、切 
込４に連結片５の係止部５ｂを差し込んで保形するロッ 
ク式トレイＴ１において、側壁２のコーナー部寄りに斜 
折線６ａ，６ｂを入れ、側壁２の側当部２ｂを斜折線６ 
ａ，６ｂに沿って内側へ折り曲げると、切込４の縦向切 
目４ａ及び横向切目４ｂの迎入部４ｂ１が開いて隙間が 
生じ、その隙間に係止部５ｂを側壁２の外面側から内面 
側へ向けて横向切目４ｂの抜止部４ｂ２を押し広げつつ 
差し込むと、側壁２の反発による復元に伴い、横向切目 
４ｂの抜止部４ｂ２が閉じ、横向切目４ｂに臨む端縁に 
係止部５ｂの上縁が係合し、側壁２と端壁３とが底壁１ 
から起立した状態で固定されるものとする。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 壁 ( 1 ) の 周 囲 に コ ー ナ ー 部 を 挟 ん で 側 壁 ( 2 ) 及 び 端 壁 ( 3 ) が 連 な り 、 前 記 側 壁 ( 2 ) に 切  
込 ( 4 ) が 入 れ ら れ 、 前 記 端 壁 ( 3 ) に 連 結 片 ( 5 ) が 連 設 さ れ た ブ ラ ン ク か ら 成 り 、 前 記 底 壁 (  
1 ) か ら 前 記 側 壁 ( 2 ) 及 び 前 記 端 壁 ( 3 ) を 起 立 さ せ 、 前 記 切 込 ( 4 ) に 前 記 連 結 片 ( 5 ) の 基 部 ( 5  
a ) か ら 延 び る 係 止 部 ( 5 b ) を 差 し 込 ん で 保 形 す る ロ ッ ク 式 ト レ イ に お い て 、
　 前 記 側 壁 ( 2 ) の 切 込 ( 4 ) は 、 前 記 底 壁 ( 1 ) 側 か ら 上 方 へ 延 び る 縦 向 切 目 ( 4 a ) と 、 そ の 上  
端 に 続 い て コ ー ナ ー 部 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 び る 横 向 切 目 ( 4 b ) と を 備 え 、 前 記 側 壁 ( 2 ) の 前  
記 切 込 ( 4 ) を 境 界 と す る 内 側 及 び 外 側 が そ れ ぞ れ 側 受 部 ( 2 a ) 及 び 側 当 部 ( 2 b ) と さ れ 、
　 前 記 側 当 部 ( 2 b ) に は 、 前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) か ら コ ー ナ ー 部 に 対 し 離 反 す る よ う に 上 端 へ  
向 か う 斜 折 線 ( 6 a ) が 入 れ ら れ 、 前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) の 前 記 斜 折 線 ( 6 a ) と の 交 点 よ り 前 記 縦  
向 切 目 ( 4 a ) 側 の 部 分 及 び そ の 反 対 側 の 部 分 が そ れ ぞ れ 迎 入 部 ( 4 b 1 ) 及 び 抜 止 部 ( 4 b 2 ) と  
さ れ 、
　 前 記 側 当 部 ( 2 b ) を 斜 折 線 ( 6 a ) に 沿 っ て 内 側 へ 折 り 曲 げ る と 、 前 記 縦 向 切 目 ( 4 a ) 及 び 横  
向 切 目 ( 4 b ) の 迎 入 部 ( 4 b 1 ) が 開 い て 隙 間 が 生 じ 、 そ の 隙 間 に 前 記 係 止 部 ( 5 b ) を 前 記 側 壁 (  
2 ) の 外 面 側 か ら 内 面 側 へ 向 け て 前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) の 抜 止 部 ( 4 b 2 ) を 押 し 広 げ つ つ 差 し 込  
む と 、 前 記 側 壁 ( 2 ) の 反 発 に よ る 復 元 に 伴 い 、 前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) の 抜 止 部 ( 4 b 2 ) が 閉 じ 、  
前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) に 臨 む 端 縁 に 前 記 係 止 部 ( 5 b ) の 上 縁 が 係 合 し 、 前 記 側 壁 ( 2 ) と 前 記 端  
壁 ( 3 ) と が 前 記 底 壁 ( 1 ) か ら 起 立 し た 状 態 で 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 切 込 ( 4 ) の 縦 向 切 目 ( 4 a ) は 、 前 記 底 壁 ( 1 ) 側 を 起 点 と し て コ ー ナ ー 部 寄 り に 傾 斜 し  
、 前 記 切 込 ( 4 ) の 横 向 切 目 ( 4 b ) は 、 縦 向 切 目 ( 4 a ) と の 接 続 側 か ら 上 方 へ 傾 斜 し て い る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 片 ( 5 ) の 係 止 部 ( 5 b ) は 、 前 記 側 壁 ( 2 ) の 切 込 ( 4 ) へ の 差 込 時 に 、 前 記 切 込 ( 4 ) の  
横 向 切 目 ( 4 b ) の 傾 斜 に 対 応 し て 、 上 縁 が 傾 斜 し た 状 態 と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２  
に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 底 壁 ( 1 ) の 周 囲 に 連 な る 各 一 対 の 側 壁 ( 2 ) 及 び 端 壁 ( 3 ) は 、 そ れ ぞ れ 下 辺 よ り も 上 辺  
が 長 い 上 広 が り の 逆 台 形 と さ れ 、
　 組 立 状 態 で は 、 底 面 を な す 底 壁 ( 1 ) の 面 積 よ り も 天 面 の 開 口 面 積 が 大 き い テ ー パ ー 形 状  
と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 側 当 部 ( 2 b ) に は 、 前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) の 上 方 の 斜 折 線 ( 6 a ) に 加 え て 、 前 記 底 壁 ( 1 )  
側 か ら 前 記 縦 向 切 目 ( 4 a ) に 向 か っ て 斜 め 上 方 へ 延 び る 斜 折 線 ( 6 b ) が 入 れ ら れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ブ ラ ン ク は 、 段 ボ ー ル を 材 料 と し て お り 、 段 目 方 向 が 前 記 底 壁 ( 1 ) と 前 記 端 壁 ( 3 )  
の 境 界 に 沿 っ た 方 向 に 向 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 連 結 片 ( 5 ) の 段 目 方 向 が 基 部 ( 5 a ) か ら  
係 止 部 ( 5 b ) へ 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 側 当 部 ( 2 b ) に は 、 前 記 横 向 切 目 ( 4 b ) の 上 方 の 斜 折 線 ( 6 a ) と コ ー ナ ー 部 の 間 に 、 前  
記 横 向 切 目 ( 4 b ) か ら 上 端 へ 向 か う 逆 折 線 ( 7 ) が 入 れ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 側 当 部 ( 2 b ) に は 、 前 記 縦 向 切 目 ( 4 a ) を 拡 大 す る よ う に 抜 き 落 と さ れ た 開 口 部 ( 4 d )  
が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ブ ラ ン ク は 、 段 ボ ー ル を 材 料 と し て お り 、 段 目 方 向 が 前 記 底 壁 ( 1 ) と 前 記 側 壁 ( 2 )  
の 境 界 に 沿 っ た 方 向 に 向 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 側 当 部 ( 2 b ) の 段 目 方 向 が コ ー ナ ー 部  
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側 か ら 横 方 向 へ 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 糊 貼 り 等 を 行 う こ と な く 組 み 立 て ら れ る ロ ッ ク 式 ト レ イ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 簡 易 組 立 型 の ロ ッ ク 式 ト レ イ と し て 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 図 １ ４ に 示 す よ う  
な も の が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ロ ッ ク 式 ト レ イ は 、 底 壁 ５ １ の 周 囲 に コ ー ナ ー 部 を 挟 ん で 側 壁 ５ ２ 及 び 端 壁 ５ ３ が  
連 な り 、 側 壁 ５ ２ に 切 込 ５ ４ が 入 れ ら れ 、 端 壁 ５ ３ に 連 結 片 ５ ５ が 連 設 さ れ た ブ ラ ン ク か  
ら 成 り 、 底 壁 ５ １ か ら 側 壁 ５ ２ 及 び 端 壁 ５ ３ を 起 立 さ せ 、 切 込 ５ ４ に 連 結 片 ５ ５ の 基 部 ５  
５ ａ か ら 延 び る 係 止 部 ５ ５ ｂ を 差 し 込 ん で 保 形 す る も の で あ る 。 ま た 、 従 来 、 こ れ に 類 似  
す る 様 々 な ロ ッ ク 式 ト レ イ が 提 案 さ れ て い る （ 下 記 特 許 文 献 ２ ， ３ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ １ ９ ４ ４ ３ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ ５ ８ ６ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ０ ５ １ ５ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ロ ッ ク 式 ト レ イ は 、 切 込 へ の 連 結 片 の 差 し 込 み が 困 難 で 組 立 時 の  
作 業 に 手 間 が か か っ た り 、 組 立 状 態 で 切 込 か ら 連 結 片 が 不 意 に 抜 け て し ま い 、 形 状 が 保 持  
さ れ な く な る 場 合 が あ る 等 の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 簡 単 に 組 み 立 て る こ と が で き 、 確 実 に 保 形 さ れ る ロ ッ ク 式 ト レ イ  
を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 は 、 底 壁 の 周 囲 に コ ー ナ ー 部 を 挟 ん で 側 壁  
及 び 端 壁 が 連 な り 、 前 記 側 壁 に 切 込 が 入 れ ら れ 、 前 記 端 壁 に 連 結 片 が 連 設 さ れ た ブ ラ ン ク  
か ら 成 り 、 前 記 底 壁 か ら 前 記 側 壁 及 び 前 記 端 壁 を 起 立 さ せ 、 前 記 切 込 に 前 記 連 結 片 の 基 部  
か ら 延 び る 係 止 部 を 差 し 込 ん で 保 形 す る ロ ッ ク 式 ト レ イ に お い て 、
　 前 記 側 壁 の 切 込 は 、 前 記 底 壁 側 か ら 上 方 へ 延 び る 縦 向 切 目 と 、 そ の 上 端 に 続 い て コ ー ナ  
ー 部 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 び る 横 向 切 目 と を 備 え 、 前 記 側 壁 の 前 記 切 込 を 境 界 と す る 内 側 及  
び 外 側 が そ れ ぞ れ 側 受 部 及 び 側 当 部 と さ れ 、
　 前 記 側 当 部 に は 、 前 記 横 向 切 目 か ら コ ー ナ ー 部 に 対 し 離 反 す る よ う に 上 端 へ 向 か う 斜 折  
線 が 入 れ ら れ 、 前 記 横 向 切 目 の 前 記 斜 折 線 と の 交 点 よ り 前 記 縦 向 切 目 側 の 部 分 及 び そ の 反  
対 側 の 部 分 が そ れ ぞ れ 迎 入 部 及 び 抜 止 部 と さ れ 、
　 前 記 側 当 部 を 斜 折 線 に 沿 っ て 内 側 へ 折 り 曲 げ る と 、 前 記 縦 向 切 目 及 び 横 向 切 目 の 迎 入 部  
が 開 い て 隙 間 が 生 じ 、 そ の 隙 間 に 前 記 係 止 部 を 前 記 側 壁 の 外 面 側 か ら 内 面 側 へ 向 け て 前 記  
横 向 切 目 の 抜 止 部 を 押 し 広 げ つ つ 差 し 込 む と 、 前 記 側 壁 の 反 発 に よ る 復 元 に 伴 い 、 前 記 横  
向 切 目 の 抜 止 部 が 閉 じ 、 前 記 横 向 切 目 に 臨 む 端 縁 に 前 記 係 止 部 の 上 縁 が 係 合 し 、 前 記 側 壁  
と 前 記 端 壁 と が 前 記 底 壁 か ら 起 立 し た 状 態 で 固 定 さ れ る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 切 込 の 縦 向 切 目 は 、 前 記 底 壁 側 を 起 点 と し て コ ー ナ ー 部 寄 り に 傾 斜 し 、 前 記  
切 込 の 横 向 切 目 は 、 縦 向 切 目 と の 接 続 側 か ら 上 方 へ 傾 斜 し て い る も の と し た の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 前 記 連 結 片 の 係 止 部 は 、 前 記 側 壁 の 切 込 へ の 差 込 時 に 、 前 記 切 込 の 横 向 切 目 の  
傾 斜 に 対 応 し て 、 上 縁 が 傾 斜 し た 状 態 と な る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 底 壁 の 周 囲 に 連 な る 各 一 対 の 側 壁 及 び 端 壁 は 、 そ れ ぞ れ 下 辺 よ り も 上 辺 が 長  
い 上 広 が り の 逆 台 形 と さ れ 、
　 組 立 状 態 で は 、 底 面 を な す 底 壁 の 面 積 よ り も 天 面 の 開 口 面 積 が 大 き い テ ー パ ー 形 状 と な  
る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な ロ ッ ク 式 ト レ イ に お い て 、 前 記 側 当 部 に は 、 前 記 横 向 切 目 の 上 方 の  
斜 折 線 に 加 え て 、 前 記 底 壁 側 か ら 前 記 縦 向 切 目 に 向 か っ て 斜 め 上 方 へ 延 び る 斜 折 線 が 入 れ  
ら れ て い る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ブ ラ ン ク は 、 段 ボ ー ル を 材 料 と し て お り 、 段 目 方 向 が 前 記 底 壁 と 前 記 端 壁 の  
境 界 に 沿 っ た 方 向 に 向 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 連 結 片 の 段 目 方 向 が 基 部 か ら 係 止 部 へ 延  
び て い る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 或 い は 、 前 記 側 当 部 に は 、 前 記 底 壁 側 か ら 前 記 縦 向 切 目 に 向 か っ て 斜 め 上 方 へ 延 び る 斜  
折 線 が な く 、 前 記 横 向 切 目 の 上 方 の 斜 折 線 と コ ー ナ ー 部 の 間 に 、 前 記 横 向 切 目 か ら 上 端 へ  
向 か う 逆 折 線 が 入 れ ら れ て い る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 側 当 部 に は 、 前 記 縦 向 切 目 を 拡 大 す る よ う に 抜 き 落 と さ れ た 開 口 部 が 形 成 さ  
れ て い る も の と し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 ブ ラ ン ク は 、 段 ボ ー ル を 材 料 と し て お り 、 段 目 方 向 が 前 記 底 壁 と 前 記 側 壁  
の 境 界 に 沿 っ た 方 向 に 向 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 側 当 部 の 段 目 方 向 が コ ー ナ ー 部 側 か ら  
横 方 向 へ 延 び て い る も の と し た の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る ロ ッ ク 式 ト レ イ で は 、 組 み 立 て に 際 し 、 側 壁 の 側 当 部 を 斜 折 線 に 沿 っ て  
折 り 曲 げ る と 、 切 込 の 縦 向 切 目 及 び 横 向 切 目 の 迎 入 部 が 開 い て 隙 間 が 生 じ る た め 、 そ の 隙  
間 に 連 結 片 の 係 止 部 を 容 易 に 差 し 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 切 込 へ の 係 止 部 の 差 し 込 み が 進 行 し 、 係 止 部 が 切 込 の 横 向 切 目 を 通 過 す る と 、  
側 壁 が 復 元 し て 、 切 込 の 横 向 切 目 の 抜 止 部 が 閉 じ 、 係 止 部 が 側 壁 の 側 受 部 の 内 面 側 に 沿 っ  
た 状 態 で 、 切 込 か ら 抜 け 止 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の た め 、 ブ ラ ン ク か ら の 組 み 立 て 作 業 を 簡 単 に 効 率 よ く 行 う こ と が で き 、 切 込 と 連 結  
片 と が 強 固 に 噛 み 合 っ て 、 側 壁 と 端 壁 と が 底 壁 か ら 起 立 し た 状 態 で 連 結 さ れ て 確 実 に 固 定  
さ れ る の で 、 安 定 し た 形 状 で 収 納 し た 物 品 を 持 ち 運 ぶ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ロ ッ ク 式 ト レ イ の 組 立 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 上 の ブ ラ ン ク を 示 す 図
【 図 ３ 】 同 上 の 組 立 の 初 期 過 程 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 外 面 拡 大 斜 視 図
【 図 ４ 】 同 上 の 組 立 の 中 間 過 程 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 外 面 拡 大 斜 視 図
【 図 ５ 】 同 上 の 組 立 状 態 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 外 面 拡 大 斜 視 図
【 図 ６ 】 同 上 の 組 立 状 態 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 内 面 拡 大 斜 視 図
【 図 ７ 】 同 上 の ロ ッ ク 式 ト レ イ の 積 み 重 ね 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ロ ッ ク 式 ト レ イ の 組 立 状 態 を 示 す 斜 視 図
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【 図 ９ 】 同 上 の ブ ラ ン ク を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 同 上 の 組 立 の 初 期 過 程 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 外 面 拡 大 斜 視 図
【 図 １ １ 】 同 上 の 組 立 の 中 間 過 程 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 外 面 拡 大 斜 視 図
【 図 １ ２ 】 同 上 の 組 立 状 態 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 外 面 拡 大 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 同 上 の 組 立 状 態 に お け る コ ー ナ ー 部 付 近 の 内 面 拡 大 斜 視 図
【 図 １ ４ 】 特 許 文 献 １ に 記 載 の ロ ッ ク 式 ト レ イ の 組 立 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま ず 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ １ は 、 図 ２ に 示 す 段 ボ ー ル の ブ ラ ン ク か ら 組 み 立 て ら れ る  
も の で あ る 。 図 ３ 乃 至 図 ６ は 、 組 立 過 程 及 び 組 立 状 態 に お け る ロ ッ ク の 構 造 上 の 要 部 を 拡  
大 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 図 面 に お い て 、 段 ボ ー ル の 中 し ん の 段 頂 が 延 び る 方 向 で あ る 段 目 方 向 は 、 表 面 を 切 り  
欠 い た 部 分 内 の 多 数 条 の 平 行 す る 直 線 で 表 わ し て い る 。 ま た 、 図 ２ で は 、 表 面 を 切 り 欠 い  
た 円 の 外 部 に 段 目 方 向 を 示 す 矢 印 を 付 し て い る 。 段 ボ ー ル は 、 段 目 方 向 の 強 度 が 大 き く 、  
こ れ に 交 差 す る 方 向 の 強 度 が 小 さ く な る 性 質 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
＜ ブ ラ ン ク ＞
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ １ の ブ ラ ン ク は 、 長 方 形 の 底 壁 １ の 周 囲 に 、  
コ ー ナ ー 部 を 挟 ん で 各 一 対 の 長 さ 方 向 の 側 壁 ２ 及 び 幅 方 向 の 端 壁 ３ が 連 な り 、 側 壁 ２ に 切  
込 ４ が 入 れ ら れ 、 端 壁 ３ の 側 辺 に 連 結 片 ５ が 連 設 さ れ た も の と さ れ て い る 。 側 壁 ２ 及 び 端  
壁 ３ は 、 組 立 状 態 に お け る 下 辺 よ り も 上 辺 が 長 い 上 広 が り の 逆 台 形 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 切 込 ４ は 、 底 壁 １ 側 か ら 側 壁 ２ の 先 端 側 へ 延 び る 縦 向 切 目 ４ ａ と 、 縦 向 切 目 ４ ａ に 続 い  
て コ ー ナ ー 部 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 び る 横 向 切 目 ４ ｂ と を 備 え た Ｌ 字 形 状 と さ れ 、 側 壁 ２ の  
切 込 ４ を 境 界 と す る 内 側 及 び 外 側 が そ れ ぞ れ 側 受 部 ２ ａ 及 び 側 当 部 ２ ｂ と さ れ て い る 。 縦  
向 切 目 ４ ａ と 側 壁 ２ の 側 端 と の 間 に は 、 あ る 程 度 の 間 隔 が 開 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 切 込 ４ の 縦 向 切 目 ４ ａ は 、 底 壁 １ 側 を 起 点 と し て コ ー ナ ー 部 寄 り に 傾 斜 し 、 横 向 切 目 ４  
ｂ は 、 縦 向 切 目 ４ ａ と の 接 続 側 か ら 上 方 と な る 方 向 へ 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ に は 、 切 込 ４ の 横 向 切 目 ４ ｂ か ら 上 端 と な る 端 縁 へ コ ー ナ ー 部 に 対  
し て 離 反 す る よ う に 向 か う 斜 折 線 ６ ａ と 、 底 壁 １ 側 か ら コ ー ナ ー 部 に 対 し て 離 反 す る よ う  
に 切 込 ４ の 縦 向 切 目 ４ ａ に 向 か う 斜 折 線 ６ ｂ と が 入 れ ら れ て い る 。 斜 折 線 ６ ａ ， ６ ｂ は 、  
同 一 の 仮 想 直 線 上 に あ り 、 段 ボ ー ル を 裏 面 か ら 押 圧 し た 押 罫 線 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 切 込 ４ の 横 向 切 目 ４ ｂ の 斜 折 線 ６ ａ と の 交 点 よ り 縦 向 切 目 ４ ａ 側 の 部 分 及 び そ の 反 対 側  
の 部 分 は 、 そ れ ぞ れ 迎 入 部 ４ ｂ １ 及 び 抜 止 部 ４ ｂ ２ と さ れ て い る 。 ま た 、 組 立 時 に 切 込 ４  
が 開 き や す く す る と と も に 、 抜 止 部 ４ ｂ ２ か ら の 段 ボ ー ル の 裂 け を 防 止 す る た め 、 抜 止 部  
４ ｂ ２ の 端 部 か ら 下 方 へ の 湾 曲 切 目 ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 連 結 片 ５ は 、 端 壁 ３ に 連 な り 弧 状 縁 を 有 す る 基 部 ５ ａ か ら 舌 片 状 の 係 止 部 ５ ｂ が 延 出 さ  
れ た も の で あ る 。 係 止 部 ５ ｂ は 、 組 立 時 に 側 壁 ２ の 切 込 ４ に 差 し 込 ん だ と き 、 切 込 ４ の 横  
向 切 目 ４ ｂ の 傾 斜 に 対 応 し て 、 上 縁 が 傾 斜 し た 状 態 と な る 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な ブ ラ ン ク の 段 目 方 向 は 、 底 壁 １ と 端 壁 ３ の 境 界 に 沿 っ た 方 向 に 向 け ら れ て い  
る の で 、 連 結 片 ５ の 段 目 方 向 が 基 部 ５ ａ か ら 係 止 部 ５ ｂ へ 延 び る こ と と な り 、 組 立 時 に 係  
止 部 ５ ｂ を 側 壁 ２ の 切 込 ４ に 差 し 込 む 際 、 係 止 部 ５ ｂ が 折 れ 曲 が り に く く な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 こ の ブ ラ ン ク に お い て 、 側 受 部 ２ ａ の 切 込 ４ に 臨 む 部 分 と 、 連 結 片 ５ の 側 壁 ２ に  
臨 む 部 分 に は 、 段 ボ ー ル を 厚 さ 方 向 に 押 し 潰 す 段 潰 し 加 工 が 施 さ れ 、 組 立 時 に 連 結 片 ５ を  
切 込 ４ に ス ム ー ズ に 差 し 込 め る よ う に な っ て い る （ 図 ２ の 斜 線 部 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 組 み 立 て ＞
　 上 記 ブ ラ ン ク を 組 み 立 て る に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 底 壁 １ か ら 側 壁 ２ 及 び 端 壁 ３ を 順  
次 起 立 さ せ 、 端 壁 ３ か ら 連 結 片 ５ を 内 側 へ 折 り 曲 げ る と と も に 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ を 斜  
折 線 ６ ａ ， ６ ｂ に 沿 っ て 内 側 へ 折 り 曲 げ る 。 こ れ に よ り 、 切 込 ４ の 縦 向 切 目 ４ ａ 及 び 横 向  
切 目 ４ ｂ の 迎 入 部 ４ ｂ １ が 開 い て 、 側 受 部 ２ ａ と 側 当 部 ２ ｂ の 間 に 隙 間 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 端 壁 ３ を 起 立 方 向 へ さ ら に 揺 動 さ せ 、 連 結 片 ５ を 側 当 部 ２  
ｂ の 外 面 に 沿 わ せ つ つ 、 側 受 部 ２ ａ と 側 当 部 ２ ｂ の 隙 間 を 介 し て 、 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ  
を 側 壁 ２ の 内 面 側 へ 差 し 込 む 。 こ の と き 、 係 止 部 ５ ｂ が 横 向 切 目 ４ ｂ の 抜 止 部 ４ ｂ ２ を 押  
し 広 げ つ つ 、 切 込 ４ に 差 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 後 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 端 壁 ３ の 起 立 方 向 へ の さ ら な る 揺 動 に 伴 い 、 切 込  
４ へ の 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ の 差 し 込 み が 進 行 し 、 係 止 部 ５ ｂ が 横 向 切 目 ４ ｂ を 通 過 す る  
と 、 側 壁 ２ が 復 元 し て 、 横 向 切 目 ４ ｂ の 抜 止 部 ４ ｂ ２ が 閉 じ 、 「 カ チ ッ 」 と 音 が し て 、 側  
当 部 ２ ｂ の 横 向 切 目 ４ ｂ に 臨 む 端 縁 に 係 止 部 ５ ｂ の 上 縁 が 係 合 し 、 側 壁 ２ と 端 壁 ３ と が 底  
壁 １ か ら 起 立 し た 状 態 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ ロ ッ ク 構 造 の 効 果 ＞
　 上 記 の よ う な ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ １ で は 、 組 み 立 て に 際 し 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ を 斜 折 線  
６ ａ ， ６ ｂ に 沿 っ て 折 り 曲 げ る と 、 切 込 ４ の 縦 向 切 目 ４ ａ 及 び 横 向 切 目 ４ ｂ の 迎 入 部 ４ ｂ
１ が 開 い て 隙 間 が 生 じ る の で 、 そ の 隙 間 に 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ を 容 易 に 差 し 込 む こ と が  
で き る 。 こ の た め 、 ブ ラ ン ク か ら の 組 み 立 て 作 業 を 簡 単 に 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 組 み 立 て た 状 態 で は 、 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ の 先 端 側 が 側 壁 ２ の 側 受 部 ２ ａ の  
内 側 へ 入 り 込 ん だ 状 態 で 、 切 込 ４ の 横 向 切 目 ４ ｂ の 抜 止 部 ４ ｂ ２ が 閉 じ る の で 、 連 結 片 ５  
を 破 っ た り 無 理 に 曲 げ た り し な い 限 り 、 切 込 ４ か ら 連 結 片 ５ が 抜 け な く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 切 込 ４ に 差 し 込 ま れ た 係 止 部 ５ ｂ は 、 横 向 切 目 ４ ｂ の 傾 斜 に 対 応 し て 、 上 縁 が 基  
部 ５ ａ 側 か ら 先 端 側 へ か け て 上 方 へ 傾 斜 し た 状 態 と な る の で 、 一 点 で は な く 長 い 距 離 に わ  
た っ て 、 横 向 切 目 ４ ｂ に 臨 む 端 縁 と 係 止 部 ５ ｂ の 上 縁 と が 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 側 壁 ２ の 切 込 ４ と 端 壁 ３ の 連 結 片 ５ と が 強 固 に 噛 み 合 っ て 、 側 壁 ２ と 端 壁  
３ と が 底 壁 １ か ら 起 立 し た 状 態 で 確 実 に 固 定 さ れ る の で 、 重 い 物 品 を 収 納 し て 持 ち 上 げ て  
も 、 撓 み に 伴 い 切 込 ４ か ら 連 結 片 ５ が 不 意 に 抜 け て し ま う よ う な こ と が な く 、 安 定 し た 形  
状 で 収 納 し た 物 品 を 持 ち 運 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ そ の 他 ＞
　 上 記 の よ う な ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 組 立 状 態 に お い て 、 底 壁 １ の  
面 積 よ り も 天 面 の 開 口 面 積 が 大 き い テ ー パ ー 形 状 と な る た め 、 物 品 を 収 納 し な い 状 態 で 複  
数 個 積 み 重 ね て 保 管 し て お く 際 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 下 方 と な る ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ １
の 天 面 か ら 上 方 と な る ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ １ の 底 部 を 挿 入 し て 、 嵩 張 ら な い よ う に ス タ ッ キ  
ン グ し て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 こ の 発 明 に 係 る ロ ッ ク 構 造 は 、 上 記 実 施 形 態 の よ う な テ ー パ ー 形 状 の ト レ イ だ け  
で な く 、 側 壁 ２ 及 び 端 壁 ３ が 直 立 し た 通 常 の ト レ イ に も 適 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 ８ か ら 図 １ ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ に 示 す ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ ２ は 、 図 ９ に 示 す 段 ボ ー ル の ブ ラ ン ク か ら 組 み 立 て ら れ る  
も の で あ る 。 図 １ ０ 乃 至 図 １ ３ は 、 組 立 過 程 及 び 組 立 状 態 に お け る ロ ッ ク の 構 造 上 の 要 部  
を 拡 大 し て 示 し て い る 。 材 料 の 段 ボ ー ル は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の も の よ り 厚 手 の も の （ 例  
え ば 、 厚 さ 約 ３ ｍ ｍ の Ｂ フ ル ー ト 以 上 ） を 想 定 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 各 図 面 に お い て 、 段 ボ ー ル の 中 し ん の 段 頂 が 延 び る 方 向 で あ る 段 目 方 向 は 、 表 面 を 切 り  
欠 い た 部 分 内 の 多 数 条 の 平 行 す る 直 線 で 表 わ し て い る 。 ま た 、 図 ９ で は 、 表 面 を 切 り 欠 い  
た 円 の 外 部 に 段 目 方 向 を 示 す 矢 印 を 付 し て い る 。 段 ボ ー ル は 、 段 目 方 向 の 強 度 が 大 き く 、  
こ れ に 交 差 す る 方 向 の 強 度 が 小 さ く な る 性 質 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
＜ ブ ラ ン ク ＞
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 こ の ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ ２ の ブ ラ ン ク は 、 長 方 形 の 底 壁 １ の 周 囲 に 、  
コ ー ナ ー 部 を 挟 ん で 各 一 対 の 幅 方 向 の 側 壁 ２ 及 び 長 さ 方 向 の 端 壁 ３ が 連 な り 、 側 壁 ２ に 切  
込 ４ が 入 れ ら れ 、 端 壁 ３ の 側 辺 に 連 結 片 ５ が 連 設 さ れ た も の と さ れ て い る 。 側 壁 ２ 及 び 端  
壁 ３ は 、 組 立 状 態 に 直 立 す る よ う に 長 方 形 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 切 込 ４ は 、 底 壁 １ 側 か ら 側 壁 ２ の 先 端 側 へ 延 び る 縦 向 切 目 ４ ａ と 、 縦 向 切 目 ４ ａ に 続 い  
て コ ー ナ ー 部 か ら 離 れ る 方 向 へ 延 び る 横 向 切 目 ４ ｂ と を 備 え た Ｌ 字 形 状 と さ れ 、 側 壁 ２ の  
切 込 ４ を 境 界 と す る 内 側 及 び 外 側 が そ れ ぞ れ 側 受 部 ２ ａ 及 び 側 当 部 ２ ｂ と さ れ て い る 。 縦  
向 切 目 ４ ａ と 側 壁 ２ の 側 端 と の 間 に は 、 あ る 程 度 の 間 隔 が 開 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 切 込 ４ の 縦 向 切 目 ４ ａ は 、 底 壁 １ 側 を 起 点 と し て コ ー ナ ー 部 寄 り に 傾 斜 し 、 横 向 切 目 ４  
ｂ は 、 縦 向 切 目 ４ ａ と の 接 続 側 か ら 上 方 と な る 方 向 へ 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ に は 、 切 込 ４ の 横 向 切 目 ４ ｂ か ら 上 端 と な る 端 縁 へ コ ー ナ ー 部 に 対  
し て 離 反 す る よ う に 向 か う 斜 折 線 ６ ａ が 入 れ ら れ て い る 。 底 壁 １ 側 か ら 縦 向 切 目 ４ ａ に 向  
か う 部 分 に は 、 斜 折 線 ６ ａ の 延 長 線 上 に 位 置 す る よ う な 折 目 線 は 存 在 し な い 。 斜 折 線 ６ ａ  
は 、 段 ボ ー ル を 裏 面 か ら 押 圧 し た 押 罫 と 切 目 か ら 成 る リ ー ド 罫 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 切 込 ４ の 横 向 切 目 ４ ｂ の 斜 折 線 ６ ａ と の 交 点 よ り 縦 向 切 目 ４ ａ 側 の 部 分 及 び そ の 反 対 側  
の 部 分 は 、 そ れ ぞ れ 迎 入 部 ４ ｂ １ 及 び 抜 止 部 ４ ｂ ２ と さ れ て い る 。 ま た 、 組 立 時 に 切 込 ４  
が 開 き や す く す る と と も に 、 抜 止 部 ４ ｂ ２ か ら の 段 ボ ー ル の 裂 け を 防 止 す る た め 、 抜 止 部  
４ ｂ ２ の 端 部 か ら 下 方 へ の 湾 曲 切 目 ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ に は 、 斜 折 線 ６ ａ と コ ー ナ ー 部 の 間 に 、 コ ー ナ ー 部 に 対 し て  
接 近 す る よ う に 横 向 切 目 ４ ｂ か ら 上 端 と な る 端 縁 へ 向 か う 逆 折 線 ７ が 入 れ ら れ て い る 。 逆  
折 線 ７ は 、 段 ボ ー ル を 表 面 か ら 押 圧 し た 押 罫 と 切 目 か ら 成 る リ ー ド 罫 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ に は 、 縦 向 切 目 ４ ａ を 拡 大 す る よ う に 抜 き 落 と さ れ た 開 口  
部 ４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 連 結 片 ５ は 、 端 壁 ３ に 連 な り 弧 状 縁 を 有 す る 基 部 ５ ａ か ら 舌 片 状 の 係 止 部 ５ ｂ が 延 出 さ  
れ た も の で あ る 。 係 止 部 ５ ｂ は 、 組 立 時 に 側 壁 ２ の 切 込 ４ に 差 し 込 ん だ と き 、 切 込 ４ の 横  
向 切 目 ４ ｂ の 傾 斜 に 対 応 し て 、 上 縁 が 傾 斜 し た 状 態 と な る 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う な ブ ラ ン ク の 段 目 方 向 は 、 底 壁 １ と 側 壁 ２ の 境 界 に 沿 っ た 方 向 に 向 け ら れ て い  
る の で 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ の 段 目 方 向 が コ ー ナ ー 部 側 か ら 逆 折 線 ７ 及 び 斜 折 線 ６ ａ を 横  
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切 る よ う に 延 び る こ と と な り 、 組 立 時 に 側 当 部 ２ ｂ を 逆 折 線 ７ 及 び 斜 折 線 ６ ａ に 沿 っ て 折  
り 曲 げ る 際 、 側 当 部 ２ ｂ が 不 規 則 に 折 れ 曲 が り に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
＜ 組 み 立 て ＞
　 上 記 ブ ラ ン ク を 組 み 立 て る に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 底 壁 １ か ら 側 壁 ２ 及 び 端 壁 ３ を  
順 次 起 立 さ せ 、 端 壁 ３ か ら 連 結 片 ５ を 内 側 へ 折 り 曲 げ る と と も に 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ を  
逆 折 線 ７ 及 び 斜 折 線 ６ ａ に 沿 っ て 内 側 へ 撓 ま せ る 。 こ の と き 、 逆 折 線 ７ は 、 段 ボ ー ル の 表  
面 か ら 見 て 谷 折 り と な る 方 向 へ 折 れ 曲 が り 、 斜 折 線 ６ ａ は 、 段 ボ ー ル の 表 面 か ら 見 て 山 折  
り と な る 方 向 へ 折 れ 曲 が る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 横 向 切 目 ４ ｂ よ り 上 方 に の み 存 在 す る 斜 折 線 ６ ａ と 逆 折 線 ７ と が 互 い に 逆  
方 向 へ 折 れ 曲 が っ て 、 側 当 部 ２ ｂ の 上 部 が 大 き く 撓 み 、 切 込 ４ の 縦 向 切 目 ４ ａ 及 び 横 向 切  
目 ４ ｂ の 迎 入 部 ４ ｂ １ が 段 ボ ー ル の 厚 さ 方 向 に 大 き く 開 い て 、 側 受 部 ２ ａ と 側 当 部 ２ ｂ の  
間 に 隙 間 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 続 い て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 端 壁 ３ を 起 立 方 向 へ さ ら に 揺 動 さ せ 、 連 結 片 ５ を 側 当 部  
２ ｂ の 外 面 に 沿 わ せ つ つ 、 側 受 部 ２ ａ と 側 当 部 ２ ｂ の 隙 間 を 介 し て 、 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５  
ｂ を 側 壁 ２ の 内 面 側 へ 差 し 込 む 。 こ の と き 、 縦 向 切 目 ４ ａ を 拡 大 す る 開 口 部 ４ ｄ の 存 在 に  
よ り 、 段 ボ ー ル が 厚 く て も 、 係 止 部 ５ ｂ の 端 縁 が 側 受 部 ２ ａ に 引 っ 掛 か り に く く 、 係 止 部  
５ ｂ が 横 向 切 目 ４ ｂ の 抜 止 部 ４ ｂ ２ を 押 し 広 げ つ つ 、 切 込 ４ に 差 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ の 後 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 端 壁 ３ の 起 立 方 向 へ の さ ら な る 揺 動 に 伴 い 、  
切 込 ４ へ の 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ の 差 し 込 み が 進 行 し 、 係 止 部 ５ ｂ が 横 向 切 目 ４ ｂ を 通 過  
す る と 、 側 壁 ２ の 斜 折 線 ６ ａ と 逆 折 線 ７ に 沿 っ た 撓 み が 復 元 し て 、 横 向 切 目 ４ ｂ の 抜 止 部  
４ ｂ ２ が 閉 じ 、 「 カ チ ッ 」 と 音 が し て 、 側 当 部 ２ ｂ の 横 向 切 目 ４ ｂ に 臨 む 端 縁 に 係 止 部 ５  
ｂ の 上 縁 が 係 合 し 、 側 壁 ２ と 端 壁 ３ と が 底 壁 １ か ら 起 立 し た 状 態 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
＜ ロ ッ ク 構 造 の 効 果 ＞
　 上 記 の よ う な ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ ２ で は 、 組 み 立 て に 際 し 、 側 壁 ２ の 側 当 部 ２ ｂ を 逆 折 線  
７ 及 び 斜 折 線 ６ ａ に 沿 っ て 折 り 曲 げ る と 、 斜 折 線 ６ ａ と 逆 折 線 ７ と が 互 い に 逆 方 向 へ 折 れ  
曲 が っ て 、 側 当 部 ２ ｂ の 上 部 が 大 き く 撓 み 、 切 込 ４ の 開 口 部 ４ ｄ で 拡 大 さ れ た 縦 向 切 目 ４  
ａ 及 び こ れ に 続 く 横 向 切 目 ４ ｂ の 迎 入 部 ４ ｂ １ が 大 き く 開 い て 隙 間 が 生 じ る の で 、 材 料 の  
段 ボ ー ル が 厚 く て も 、 そ の 隙 間 に 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ を 容 易 に 差 し 込 む こ と が で き る 。  
こ の た め 、 ブ ラ ン ク か ら の 組 み 立 て 作 業 を 簡 単 に 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 組 み 立 て た 状 態 で は 、 連 結 片 ５ の 係 止 部 ５ ｂ の 先 端 側 が 側 壁 ２ の 側 受 部 ２ ａ の  
内 側 へ 入 り 込 ん だ 状 態 で 、 切 込 ４ の 横 向 切 目 ４ ｂ の 抜 止 部 ４ ｂ ２ が 閉 じ る の で 、 連 結 片 ５  
を 破 っ た り 無 理 に 曲 げ た り し な い 限 り 、 切 込 ４ か ら 連 結 片 ５ が 抜 け な く な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 切 込 ４ に 差 し 込 ま れ た 係 止 部 ５ ｂ は 、 横 向 切 目 ４ ｂ の 傾 斜 に 対 応 し て 、 上 縁 が 基  
部 ５ ａ 側 か ら 先 端 側 へ か け て 上 方 へ 傾 斜 し た 状 態 と な る の で 、 一 点 で は な く 長 い 距 離 に わ  
た っ て 、 横 向 切 目 ４ ｂ に 臨 む 端 縁 と 係 止 部 ５ ｂ の 上 縁 と が 係 合 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に 、 側 壁 ２ の 切 込 ４ と 端 壁 ３ の 連 結 片 ５ と が 強 固 に 噛 み 合 っ て 、 側 壁 ２ と 端 壁  
３ と が 底 壁 １ か ら 起 立 し た 状 態 で 確 実 に 固 定 さ れ る の で 、 重 い 物 品 を 収 納 し て 持 ち 上 げ て  
も 、 撓 み に 伴 い 切 込 ４ か ら 連 結 片 ５ が 不 意 に 抜 け て し ま う よ う な こ と が な く 、 安 定 し た 形  
状 で 収 納 し た 物 品 を 持 ち 運 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
＜ そ の 他 ＞
　 上 記 の よ う な ロ ッ ク 式 ト レ イ Ｔ ２ の ロ ッ ク 構 造 は 、 こ の 実 施 形 態 の よ う に 側 壁 ２ 及 び 端  
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壁 ３ が 直 立 し た 形 状 の ト レ イ だ け で な く 、 底 壁 １ の 面 積 よ り も 天 面 の 開 口 面 積 が 大 き い テ  
ー パ ー 形 状 の ト レ イ に も 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な テ ー パ ー 形 状 と す る と 、 物 品  
を 収 納 し な い 状 態 で 複 数 個 積 み 重 ね て 保 管 し て お く 際 、 嵩 張 ら な い よ う に ス タ ッ キ ン グ し  
て お く こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
１   底 壁
２   側 壁
２ ａ   側 受 部
２ ｂ   側 当 部
３   端 壁
４   切 込
４ ａ   縦 向 切 目
４ ｂ   横 向 切 目
４ ｂ １   迎 入 部
４ ｂ ２   抜 止 部
４ ｃ   湾 曲 切 目
４ ｄ   開 口 部
５   連 結 片
５ ａ   基 部
５ ｂ   係 止 部
６ ａ ， ６ ｂ   斜 折 線
７   逆 折 線
Ｔ １ ， Ｔ ２   ロ ッ ク 式 ト レ イ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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